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研究成果の概要 

 ３年度目となる２０２３年度は，高周波システムシミュレーションによる提案システムの全体設計

を実施した．２０２２年度はワイヤレス給電部のみであったが，データ通信部を追加し，ワイヤレス給

電とデータ通信の両立性について評価した．電力の送信源となる送電側の信号パワーレベルと，通信品

質の解析を行い，データをグラフや表にまとめた．また，整流器の出力 DC電力と RF-DC変換効率を評

価し，データ通信品質の劣化を最小限にしつつ，かつワイヤレス給電の受電電力を最大化するための条

件を明らかにした．一方で，実験的な評価も部分的に開始した．データ通信デバイスとして変復調方式

などの各種パラメータを可変できるように USRPを用いて提案システムを構成し動作確認を行った．な

お，これらの成果については，今後論文投稿予定のため詳細については割愛する． 
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